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気候変動などにより増加する豪雨被害を緩和するために、これまでの河川、下水道整備などの対策に加えて、杉並区では
自然の持つ多様な機能を活用した「グリーンインフラ」による流域治水対策に取り組みます。
そこで、区民の皆さまと学び、体験し、行動していくためのワークショップを３回シリーズで開催しています。

◎第2回グリーンインフラ杉並区民会議（GIAS）を開催しました！

前回の会議で話し合った雨庭のアイデアをもとに、各グループで雨水が浸み込みやすい場
所をつくることや、浸み込みやすい場所まで水が流れるようにする等の整備を行いました。

日時：令和6年12月14日（土）9:30～12:05 参加者：34名
場所：柏の宮公園

【お問合せ・ご意見】 皆さまのご意見もお待ちしています
◎ご意見 すぎなみボイス

『みんなのグリーンインフラ
水害対策について考えよう！』（要登録）

◎主な内容

第１回の会議で考えたアイデアのうち、
今回実践する整備内容を確認しました。

1.イントロダクション 2.体験する時間（グループワーク）

グループ毎に整備し
た5箇所を順番に回り、
完成した雨庭を確認
しました。
水たまりを解消する
などの課題を解決す
る雨庭が１時間程度
の作業で完成しまし
た！

◎第3回会議の予定
2月2日（日）に第1回、第２回の学びと体験を踏まえ
杉並区のグリーンインフラのビジョンを考えます。

雨庭づくりを実践しました。
アイデアを現地に落とし込む
意見を出し合いながら、地面
を掘り、土を改良して雨水が
浸み込みやすいエリアを作っ
ていきました。

3.成果発表 参加者アンケート

杉並区の水の現状を知り、
グリーンインフラについて
考えよう！

グリーンインフラの事例
雨庭をつくってみよう！

杉並区らしい
グリーンインフラの
ビジョンを話し合おう！

雨庭の作り方について
グリーンインフラの
活動のやる気度合い

グリーンインフラの
考え方について

すぎなみボイス

◎お問合せ

杉並区 土木計画課 担当：中村・峰山・尾崎
TEL：03-3312-2111（内線3422）
FAX：03-3312-2907

チーム名＆ロゴ投票

2人 8%
1人 4%

3人 12%

19人 76% 理解できなかった

あまり理解できなかった

まあまあ理解できた

よく理解できた

3人 

12%

6人 

24%16人 

64%

まったくやる気はない

ほとんどやる気はない

誰かが企画してくれれば

やりたい

自分が主体的にやりたい

自分でもやりたいし、他の

の人にも広めていきたい

1人 4%
2人 8%

19人 76%

3人 

12% とにかく不可能

専門の人がいないと

作れない

普通に作れそう

簡単に作れそう

■理解できなかった
■あまり理解できなかった
■まあまあ理解できた
■よく理解できた

■とにかく不可能
■専門の人がいないと作れない
■普通に作れそう
■簡単に作れそう

■誰かが
企画してくれればやりたい

■自分が主体的にやりたい
■自分でもやりたいし、
他の人にも広めていきたい
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（旧：グリーンインフラ推進会議）

投票の結果、チーム名は「グリーンインフラ
杉並区民会議（GIAS：ジアス）（Green 
Infrastructure Assembly Suginami）」に
決定しました！右のロゴも活用していきます。
※ロゴは投票結果をもとに事務局にて再考しました。
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